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（

聯．
　

録
）

　
O
河

蹲
の

蹟
同
弓

冨
。 掣

ぎ
潔
o

塁

に

就
て

ブ

声

レ

は

今

回
φ

讐
き
§
勢

な
る

屬
名
を
臥

ミ
鎌
g

と

訂
正
せ

り
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

三

宅
恒
方
）

●
河
鱒
の

国
賢

喜
o
。。

吋

島
＄
 

に

就
て

、

滋

賀
縣
水

産

試
驗
塲
長
川
端
重
五

郎

氏
の

厚
意
に

よ

り
。

同

緜

阪
田

郡

醒

井
村
の

養
魚
塲
に

て

国

篭
ガ
o
・。

ぎ
ぎ
。・

Φ

に

罹
う

た

る

河

鯵
の

標
本
を

得
、

同

時
に、

其
の

發
病
前

後
の

朕
態
に

就
き、

多

少
闘

知

す
る

こ

と
を

得

た

り
。

　

件
の

河
鱒
標
本
の

大
さ

は

左
の

如
し

。

　

　
吻
靖
よ

リ

尾
端

迄
の

長

さ
（

體
の

曲

れ

る

儘
）

…

…

…・・
…

：

…

…

二

〇
・

○

糎

　

　
體

高
（

背
鰭
の

體
前
竭
に

て

測

定
）

…

…
：

…

…

；
…・
…
：

…
…

…
：

四
・

三

糎

　

　、
頸

長

…

…

…・
…
…・
…・
・
：

：

…・
…
：

…
：

：

…

…

…

…

…
…・
…
：

三
・

九

糎

　

背
鰭
は

疊
ま

り
て

、

體
の

背
面
に

密
着
せ

ん

と
す
る

傾

向
を

示

し
、

尾
鰭
の

下

牟
（

殊
に

其

の

下

端
）

は、

著
し
く

削
磨
し
て

原

形

を

失
し、

且

つ

多
少

肥

厚
せ

り
。

　

脊
柱
は

吻
端

よ
う
一

〇
糎
位
の

處
（

背
鰭
の

後

端
よ
b
僅
か

に

後
方

。

後
方
よ

り

數
へ

て

第
二

十
八

椎
骨
の

邊
）

に

て
、

一

旦
、

下
方
に
曲

b
、

吻
端
よ

り
一

一

糎
位
の

處
（

同
上

第
二

十
三

椎
骨

の

邊
）

に
て
、

再
び

上
方
に

曲
b、

更
に

脂

鰭
の

存

在
す
る

邊
（

同
、

上

第
十
三

椎
骨
の

邊
）

に
て

叉

下

方
に

曲
れ

り
。

故
に、

尾
は

著
し

く
下

方
に

向
へ

り
。

前

邇
し

陀
る

尾
鰭
下

牛
の

創
磨
及

肥

厚
は

、

尾
が

斯
の

如

き

位
置

を

保
つ

よ

り、

水
底
と

接
觸
す
る

こ

と
比

較

的
多
き

が

爲
に

生

じ

た

る

現
象
な

る

ぺ

し
。

徇
ほ

尾
鰭
の

下

孚
は

、

垂

直
の

位
置
を

探

ら
す
し
て

、

其
の

下

端
少
し
く

左

側
に

偏
せ

る

」

二

六

　

故
全

體
と
し
て

稍
蓊
に

な

れ

り
。

之
叉

、

病

魚
が

生
時
水

底、
に

接

　

す

る

こ

と
多

か

b
し

事
實
を
暗
示
す
る

も
の

な

ら
ん
か

。

　
　

脊
柱
は

、

上

述
の

如
く、

單
に

上
下
（

背
腹
｝

に

彎
曲
す
る

の

み

　

な

ら

す、

叉

左
右
に

も

彎
曲
せ

り
。

即

ち、

吻
端
よ

り

的
一

〇

糎

　

の

處
（

脊
柱
が

始
に

下

方
に

曲
れ

る

と
同
一

の

處
）

に

て
、

稍
著
し

　
　

く
右
側
に

曲
り
、

・

脂

鰭
直
下
の

邊
（

第
二

次

の

下

方
彎
曲
の

在
る

　

部
分
）

に

て
、

極
め

て

少

し
く

左

側

に

曲

れ

り
。

　
　

各
椎
骨
の

形

態
に
は

別
に

變
化
な

く、

椎

骨
悶
の

oQ
田

岑
o
馨

畠
 

　
も

な

く、

叉
、

椎
軆
軸
の

縮
小

も
無
し

。

唯
、

脊
柱
全

體
が

種
々

　
な

る

方
向

蔦

轡
曲
せ

る

の

み
。

即
ち、

此
の

塲
合
は

、

Φ
国

嵐

貫
目

　
が

脊
椎
畸
形
の

分
類
中

、

（

c
）

の

項
に

相
當
す

。

　
、

前

掲
の

症
朕
の

外、

別
に

特
異
な

る

症
玳
を
認
め

す
。

皚
色
の

　
黒
變
も

亦
之

無
し。

（

但
し

余
の

檢
し
た

る

標
本
は、

探

集
後、

フ

　
オ

戸

マ

リ

ン

中
に

貯
藏
せ

ら
れ

あ
り

だ

る

者
な

り
）

。

　
　
本

標
本

發
病
前
後
の

賦
態
に
關

し、

滋

賀
縣
水
産

試
驗
塲
よ

り

　
得

陀

る

報

告
を

綵
録
せ

ば

左
の

如

し
。

　
　

『

明
治
四

十
五

年
二

月
三

日

發
眼
卵
を
以
て

米

國
よ

わ

本

塲

着、

　
三

月
三

日

孵
化

終

了、

三

月
二

十

四
日

浮
立

始
め

四

月
十
日

全
く

　
之

を
絡
る

。

四

月
十
八

日

卒

均
體
長

○
寸
七

分
五

厘
の

も

の

五
二

　
一

六
尾
を
本
縣
阪
田

都
醒

井
村
宗

谷

藤

野

養

魚

塲

第
二

〇

號
地

　
（

面
積
七

五

圷
八

、

水

深
五

尺
、

換
水
量
一

分
間
甼

均
六

斗
）

に

放

　
養
す

。

　
　
餌
料
と

し
て

は
同

養
魚
塲
の

調
製
に

係
る

蠶
蛹
粉
蝦

粉
麥
粉
三

　
種
混
合
餌

料
を

用
ひ

だ

り
。

其
製
法
は

三

種
の

粉
末
を

重

量
よ

り
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「

略
ぽ
四

四

及
二

の

割
合
に

混
じ、

紛
少

量
の

食
鹽
を

加
へ
、

水
又

は

微

温
湯
を

以
て

能
く

捏
ね
拳
大
の

團

子

と

し

て

蒸
籠

に

て

蒸
し、

冷
却
せ

ざ
る

問
に
一

定
の

金
網

目

（

威
長

す
る

に

從
て

網
目

は

大

と
な

る

初
め

は

方
五

厘
目
）

を

逋
じ
て

壓

潰
し

適
度
の

大
さ

と
し

充

分
冷
却
せ

し
め

て

毎
日

三

囘
に

投

與

す
、

　

水

質
は

湧
水

、

水

温
は

殆

ん

ど
上

下
な

く

毎
日

攝
罠

十
四

度
な

b9　

大
正

元
年
八
月
二

十

三

日

前

記
放

養
魚
を

取
揚
げ

卒
均
體
長
四

寸
六

分
の

も
の
一

五

九
尾
を
得
柁

る

中
に

本
標
本
を

採
捕
せ

り．

即
ち
標
品
は

其
の

時
ま

で

游
泳
し

得
た
る

も

の

に

し
て

爾
後
此

の

飼
養
法
の

下

に

大
正
三

年
一

月
十
一

冠

ま
で

十
二

尾
の

同

樣
病
魚

を
生

じ

把

る

も
大

正
三

年
以
後
は

之

を

認
め

ざ
る

に

至

れ
り

。

　

病
魚
は

初
め

健
康
魚
の

運
動
敏
活
な

る

に

反
し

漸
家

遲

鈍
と
な

b
體
色
黒

變
す
る

に

至

わ

攝
餌
せ

す

體
瘠
痩
し
蹌
踉
と
し
て

池
邊

に

來
り

數
日

の

後
邇

に

斃
る

≧

導
至

る

體
の

彎
曲

す
る

は

變
色
囂

前
の

事
に

し
て

單
に

そ
れ

の

み

に

て

は

運

動
に

大
な

る

妓
な

き

も

の

の

如
し
』

　

脊
柱
の

轡
曲
は、

魚
類
に

は

可
な

り

屡
々

見
ら

る

主

病
理

的

現

象
に
て
、

Ω

昌

自

護

暮
巨

も

其
の
、．

円
o

崑
8
｝

o
σq
気

。
h

》
鞍

冨
．、、．
一

り

冨

中
に、

多
く

の

既

知
の

例
證
を

擧
げ
た

旦
。

　

本
症
は

、

　一

般
に

、

唯
．、

¢
評
o

ぎ
の

叺、

な

る

名
の

下
に

呼

ば
れ

あ

れ

ど、

其

の

症

默
は

種

第
塾

て、

嚴
密
に

云

は

ば、

其
種
類

に

は、

OD

ぎ
ま
ロ

ρ

国
堵

嘗
翕
 ．

目・
。

巳
。
。。

O

等

數
多
か

る

べ

く、

又

夫
等
諸
症
の

並

發
も

あ
る
べ

し
。

跫
、

ぎ
曷
曷
瀏

の

魚
病
學
書

中

　
　

　
（

雜

　

録
）

0
河

露
の

図

券
ぎ
。・
貯

⇔

試
。

・。

。

に

競
て

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　煽

二

〇D

ざ
ぎ
器
．。

な

る

題
下
に

あ
る

第
百

九

十
三

圖
（

鯉
）

の

如
き

は、

コ。

藝゚
器

と
共

に

明
か

に

逐
同・
げ

塗
も
存
在

す
る

こ

と

を
示
し、

叉、

凱
こ

毳
匡
o
弊

が

、．
砿

8
ぎ
器

9

羣
酔

旨
。
砿

覧
一

跨
。
同

冒同

9
。

。麿

篳
昌
9
。

σq
酌

唱
靄

。

菰
詫
く
ひ

。・

畠
霞

蝉
⇔

ズ
蟄

m
。

（

雲
。

ミ

ざ
累

暑
§

°

戞
譱

ピ
シ

・

（ ・

出
氈
論
。
。°

o
窪
；
9 、
諺
4
巳
。

暮・
。

戸
鋤
 

国
魯
。−

，

弓
o

ぎ
o

区
区

く”

冨
δ

）

と
稱
す
る

論
文
に

て

報
告
せ

る
一

例
の

如

き

は
．

函
o

昆
9
 
．．

と
題
し
な

が

ら、

實
際
は
一

種
の

囚

毒
ゴ
o

器

　
に

て
、

著
者

自

身
の

言
に

徴
す
る

も、、

軆
軸
の

左

右

的
屈
曲
は

、

　
外

面
よ

り

之

を
認

む

る

こ

と
能
は

ざ

り

し

由
な
b

。

余
の

檢
し

把

　
る

河

鯉
の

標
本
は、

其
の

脊
柱、

前
逋
の

如

く、

上

下
（

背
腹
）

及

　
左
右
に

彎
曲
す
る

故、

之

を

国
唄

嘗
塗

ぎ
＝
。
・。

Φ

と
呼
ぶ

方
適
當
な

　
ら
ん

。

　

　
魚
類
の

脊
椎
彎
曲
の

基

因
に

就
て

は、

學
者
の

問
に

種
々

な

る

　

異
読
あ
b
て

、

未
だ

離
一

す
る

處
無
き

が

如
し

。

或
は

之

を
先
天

　

的
の

も
の

な
b
と

し、

或
拡

生
理

的
の

も
の

な

り

と

し
、

或
は

叉
、

　

發
育
の

初
期
に

受

け
詫

る

器
械
的
の

刺
戟
に

據
る

と

な

す
。

細
菌

　

學
的
の

硯
究
も

行
は

れ

陀

れ

ど
、・

未
だ

陽
性
の

結
果
を
賚
す
に

至

　

ら
ず

。

叉
、

勞

磊
霑
等
の

研
究
に

據
れ

ば、

b
§
零
憩
ミ

§
ミ
恥

甲
喋

ミ
諺

　

の

寄
生
に

依
つ

て、

駈
謂
旋
轉
病
に

罹
れ
る

鮭

科
魚
類
の

稚
魚
は、

｝

其
の

病
慧
の
一

部
と
し
て
、

呑
柱
彎
曲

、

讐
黒
變
等
の

現

象
を

　

表
ず

と
蓉

ひ、

多
少
本
文

中
の

河

鯉
の

症
默
と
類
似
す
る

點
あ

れ

　

ど
（

前
出
引
用
報
告
文
參
照
） 、

一

方

叉

b
§
〜

。

壱
。

蓁

は
、

特
に

　

軟
骨
に

寄
生
す
る

も
の

に

て
、

從
て

軟
骨
の

多
き
稚

魚
の

み

を

侵

　

す
も
の

な

り

と
云
へ

ば
、

今

回
の

河
鱒
の

塲
合
と

は、

自
か

ら
趣

二

七

’
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Ω
軅

　

　

録
）

　
O
二．
ぺ

叛
の

發
肆

　

0
エ

ソ

シ

ロ

テ

フ

は
輪
入

種
か

を
異
に

せ

り
。

術
は

、

余
は、

念
の

爲
、

脊
稚
骨
の

檢
鏡

を
な

し

セ

れ
ど、

卜
恥

§
。

竜
ミ
亀

の

胞

子

を
發
見
す
る

こ

と

龍
は

ざ
ゆ
き

。

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

石

井
重
美
）

　
　
　咀

●
ニ

ベ

類
の

發
聲

　
、

昌 、
ぺ、

類
（

 
。一
暫
 

ロ

量
が

海
中
に

み
り
て

發
聲
す
る

こ

と

は

信

す
べ

き．
教
本
に

見

え
た

る

も
我

邦
に

於
て

こ

れ

を
實
證
せ

る

こ

と

無
か

り

し
（

少
く

も
余
自
身
は

、

が
、

近
時
木
下

博
士

が

九
州
三

角

に

て

實
驗

せ

る

處
に

よ

れ

ば
シ

ロ

グ

チ

は

生
洲
の

中
に

あ
り

て

ぐ

量

く
と

發

音
す

る

由、

但
し
こ

の

類
は

生
洲
中

に

て

は

長
く

生

活
す
る

こ

と
な

く
、

ま
だ

之

を

月

外
に

取
り

出
せ

る

時
は

鳴

か

ざ

り

し

も
の

墨

如
し

ど
、

シ

ロ

グ

チ

は

何
の

種

に

當
る

か

は

今
不

明

に

及
べ

り、

夥
來
の

研

究
に

て

明

瞭
す

る

に

至

る
ぺ

し
、

ま
陀

グ

チ

の

類
が

各
種
皆
鳴

く
も
の

な

る

か

は
一

々

研
究
す

る

の

要
あ
ら

ん
。

　
氤

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

田
中

茂

穂
）

　
　

●
ヱ

ゾ

シ

・

テ

フ

は

輸
入

種
か

　
エ

ゾ

シ

ロ

テ

フ

（

ξ
＆
§
鼕
ミ

§
い

）

の

本
邦
に

産

す
る

も

の

は

米
國
よ

b
輸
入

せ

ら
れ
π

る

も

の

と
な

す
の

詮

は
一

般
に

信

ぜ

ら
れ

居
る

が

如

く
、

例
へ

ば

松

村
博
士
（

『

昆
蟲
世
界
』

第
二

卷
）

は

『

曾
て

歐
洲

よ

り

米

國
に

輸
入
せ

ら
れ

家
で

本
邦

に

も

鱇
入
せ’

ら
れ

北
海
道
南

部
地

方
に

は

普
逋
な

る

大

害
蟲
な

り
』

と
逋
べ
・

長

野
菊
吹

郎
氏
（

『

昆

蟲
世
界
』

第
五

卷
第
五

十
號
）

は

『

始
め

歐
洲
よ

b
米
國
に

移
う

次
に

日

本
に

來

れ

り

と

云
へ

り
』

と
記
せ

り
。

銑…

ら
ば

本
種
の

輸
入
の

年
代
は

如
何
と
云

ふ

に
、

松

村

博
士
ハ

同

上
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
二

八

は

『

菓
樹
の

害
蟲
の

如
き
獄
明

治
二

三

年
頃
粟
苗
木
と
共

鱆
入
渉

陀

る
べ

く
』

と
記
せ

る

の

み

に

し
て

、

本

種
轍
久
の

年
代
に

ρ
ぎ

て

明

確
な

る

記
嫁
を
器
げ

す
。

即
ち
先
づ

其
の

食
樹
た

る

苹
樹
の

傳
來
を
知
ら
ざ
る
べ

か

ら

す
。

田
中

芳
男
男
の

醗
（
『

日

本
園
藝
雑

誌

』
一

七

號

ー
『

苹

果
傳
來
の

沼
革
』

）

に
よ

れ

ば

萃
樹
を
轉
入
せ

る

始
め

婪
久
元
年
（

天
六
一

年
）

に

し
て

、

疆
井
藩
主
江
持
菓

鴨
の
別

邸
に

移

植
せ

る

を
本
邦
に

傳
は

う

陀
る

の

創
始
と
す

。

慶

應
元
年
（

一

八
六

五

年
）

開

成
所
に

て

右
の

樹
枝
を
切

り

探
b
海
棠

及
林
檎
の

砧

歪
接

塔
殖
を
圖
り

し

蘿
嚢
際
し

廢
絶

せ

し
゜

も

靆
分
有
志

者
の

手
に

殘

彪
ゑ
し

。

明

治

葦
（

天
七
二

年
）

開
拓
使

に
て

米

國

よ

り

數
十
種
の

苗
木
を

移
入

し

北
海
道
汲

各
地
へ

頒

布
し

、

叉

勸

業

嚢
て

遇

米

國
よ

畜
木
を
移
入
せ

り

と
。

此

等
の

歴

臭
に

よ
れ

ば、

若

し
エ

ゾ

シ

ロ

ク

フ

が

文
久
元

年

に

輸
入
せ

ち
れ

し

も
の

と
す
れ

ば

伺
種
は

東
京
附

近
に

先
づ

傳
來
し

蕃
殖
せ

し
も
の

な

る
べ

く、

次
で

明
治
五

年
に

米
國
よ

b
移
入
せ

し
苗
木
に

つ

れ
て

北
海
遒
に

渡
り

し

も

の

と
見
ざ
る

ぺ

か

ら

す
。

然
ら
ざ
れ

ば

明
治
五

年
に

始
め

て

北

米
よ

り

輸
入
せ

ら
れ

し
も
の

と

認
め

ざ

る
べ

か

ら
ざ
る

な

り。

　

　

　

　

　

　

、

　

然
る

に

吾

人

は
茲

に

此

の

問
題
の

解
決

に

見
逃
す
べ

か

ら

ざ
る

一

書
を

有
す．

其
は

　
じ
¢

H・
バ

ご

§
臣

の

．．

ヒ
窪

b
書
峯
o

思
穹
窪

 

嘆
注
三

望
二
匹

O
さ“
彰

∂

目
×

｝

δ
訟
鼠
c
＝

甘
】

冖

¢

鼕
暮
ε
藁

を

含
【
cc
、
刈

−・

な

り

と

す
．

即

ち
】

八

六

七

年
（

慶
應
三

年
）

佛
國

巴

里

に

開
か

れ

た

る

萬
國

大

搏
覽
合
日

に

日

本
政
府
よ

り

出
品
せ

る

鱗
翅
類
の

研
究

報
告

に

し
て

此
の

出
品

物
に

加

ふ

る

巴
）

島
。
・

G・

冒

菖
の

日
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